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論文全体は， 6 章からなる。 1 章「序論j では，先行研究を検討し，論文のテーマと研究視点を明らかにする。 2
章と 3 章では近世における日朝関係と当時の社会・文化的動態を概括し， 4 章では， I征韓」の発端の原因を追究する。














































本論文は， r征韓論」を「侵略J r植民地支配J あるいは「権力闘争」の観点から分析してきた従来の研究方向をあ
らため，これを文化の問題として再提起し，近代日本における「朝鮮観」の形成過程を明らかにすることに成功して
いる。しかも論文は，単に「征韓論」の再解釈を意図しただけでなく，日本一朝鮮間のコミュニケーションのズレや
それぞれの白文化中心性を江戸期にまで遡って跡づけながら， r近くて遠い国」同士が今日まで抱える問題を，異文化
理解という位相に的確に位置づけている。本審査委員会はその視点、のあたらしさと分析の説得力，ならびに深い喚起
性を評価して，博士(人間科学)の授与に値すると判断するものである。張竜傑氏が博士号取得を契機としてますま
す研究を発展させ，日韓関係のあたらしい論客として活躍することを期待したい。
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